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～新しいグループの始まり～ 

新年度が始まり、新しいグループでの生活が始まりました。「どんな友だちがいるか

な？」「名前は何て言うんだろう？」「どんなことが好きかな？」など、知らないこと

がいっぱいなので自己紹介をしました。みんなの前に出て、いざ発表するとなると少

し緊張気味でしたが名前や好きな物を発表することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

机上でカードゲームや宝探しなど一緒にすると「次、○○ちゃんよ」「ここにある

よ」など伝え合う機会ができ、こども同士の距離が少し縮まったように感じました。 

いろいろな活動を通して、人と関わったり自分の好きなことや得意なことを広げた

り深めたりしていきたいと思います。 

障がい児サポート 根っこの広場だより ～もみじの家～ 

令和 7年５月１日発行 №２ 

 

編集長お
すすめブ

ログ

『１つ大きくなりました』
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今年度のもみじの家の事業計画のテーマが「それいいね」です。当施設でおきた「それ

いいね」を毎月、みなさんにお知らせし共有していきたいと思います。 

ご家庭でおきた「それいいね」がありましたら、メモを連絡袋に入れてくださると、こ

のコーナーで掲載させていただきます。たくさんの「それいいね」をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 

 

17日（土） 懇談児対象 土曜療育 

21日（水） 避難訓練 

26日（月）～30日（金） 

       個別懇談 

 

 

～５月予定～ 
 

14日（土） 土曜療育 

26日（木） 避難訓練 

 

～６月予定～ 

誕生月の７～９月の生まれ児 

１～３月の生まれ児が 

対象となります。 

それ
いいね！

 

 

・５月より（職員）小橋茉果が新しく入りま

す。よろしくお願いします。 

・６月２１日（土）土曜療育があります。就

学についての座談会を行います。聞きた

いことや意見・情報交換、就学先の悩みな

ど、話ができたらと思います。ぜひご参加

ください。詳細は後日お知らせします。 

 

 

 

「パイナップル食べたくない」それは当日のおやつにパイナップルが

入ること、そのパイナップルを目の前で給食室の職員が切ることを事前

のスケジュール確認で伝えた時に Aさんが言いました。 

パイナップルを目の前にした B さんが「保育園で見たことある。チク

チクしているんだよ」と手をのばしました。すると A さんも「どこがチ

クチクしてるの？」「葉っぱはどうかな」と興味津々で手をのばし始めま

した。実際に触ったり匂いを嗅いだりする 

ことで興味がわいたのかAさんも含め全員が「食 

べたい」と言い、口にしていました。 

自分の経験を友だちに伝える姿、苦手意識があ 

っても自分で食材に触れて食べてみようとする姿 

に「それいいね」と感じた職員です。 

 

 



  

 

 

 

 

 

買い物中、お店の中でこどもが「○○買

ってよ～」と、大泣き！大暴れ！そんな時

あなたならどうしますか？“子育てある

ある”を取りあげて、どんな対応がある

か、聞きました。あなたは何派ですか？ 

・しぶしぶ買う。 

・交渉する。（買うタイミングを決めるなど） 

・気をそらし、買わない方向に頑張る。 

・どれだけ泣いても、「今日は買いません」と、

こちらの思いを貫く。 

・強制的にすぐ連れて帰る。 

・人目が気になるので「１つだけね」と伝え、

その場を収める。 

・他人のふりをする。 

 

このコーナーでは、対応

に正解はありません。い

ろいろな対応があるの

で、参考にしてもらえた

らと思います。 

 

 

～こいのぼりを作ろう～ 

もうすぐ端午の節句、こどもの日ということで、 

こいのぼりを作りました。 

「～を△こ、～を◯こ」と、ホワイトボードに 

絵を描いて、必要な材料と個数を伝えました。 

伝えた後、各自で取りに行きトレイに入れて準 

備します。準備した物を確認していくと、「あ！入 

れてなかった」と気が付いて、自ら取りに行く 

姿も見られました。 

液体のりを使うとき、キャップが開けることができないということがありました。蓋

は、マジックや、スティックのりのキャップのように、引っ張るだけでは開かなかった

のです。「これはね、ひねって開けるんだよ」と、職員がゆっくりやって見せると、なる

ほど！となり、その後は自分でキャップを開けることができました。 

ハサミで切ったり、糊で貼ったりして作る楽しさを感じながら、道具の正しい使い方

も伝え、「こいのぼり」の製作を楽しみました。 

 

のぞいてみよう
もみじの家


